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自己紹介

⚫ 三菱重工業株式会社 名古屋航空宇宙システム製作所にて回転翼機（民間ヘリコプタ）の操縦システムの設計、VTOL機の概念設計、固定翼
機の手動・電動ハイブリッド操縦システムの研究開発、国産小型ジェット旅客機の開発準備室にて市場調査、製品企画などを担当

⚫ 日産自動車株式会社 商品企画室本部 商品企画室にて、中・小型車種のコンセプト企画からライフサイクル計画までの一連の商品企画の
業務に従事、車両実験での商品性実験の開発経験も有する

⚫ 日系及び会計系総合コンサルティング会社を通じて、航空宇宙、自動車、情報通信、海洋、新エネルギー領域をはじめとする中央省庁及び
民間企業向けの技術戦略、国際標準化戦略、社会実証事業の支援などに取り組んでいる

⚫ 早稲田大学 環境総合研究センターにおいて、社会・環境システム評価に関する国際標準、科学技術の社会受容性、社会システムからハード
ウェアまでの企画・構想・エンジニアリング手法について研究を進めている

⚫ 早稲田大学理工学部 機械工学科卒業、同大学理工学研究科修了、同大学大学院 創造理工学研究科 博士後期課程修了 博士（工学）

渡邊 敏康 （わたなべ としやす）
早稲田大学 環境総合研究センター 招聘研究員

⚫ これまでの国際標準化に関する活動
- ITU-T SG20: Internet of things （IoT） and smart cities and communities
- FG DPM - Focus Group on Data Processing and Management to support IoT and Smart Cities & Communities
- The United for Smart Sustainable Cities （U4SSC） Expert
- 情報通信委員会（TTC） IoT スマートシティ専門委員会
- スマートIoT推進フォーラム インフラモニタリングTF

⚫ これまでの主な委員活動
- 経済産業省/NEDO 技術評価委員
   ・ 産業 DX のためのデジタルインフラ整備事業

・ 5G 等の活用による製造業のダイナミック・ケイパビリティ強化に向けた研究開発事業
・ チップレット設計基盤構築に向けた技術開発事業
・ 航空機向け革新複合材共通基盤技術開発事業 ほか

⚫ 研究開発に関する活動
-日本生命財団・学際的総合研究助成「環境イノベーションの社会的受容性と持続可能な都市の形成」
-電気・熱・水素の面的利用を想定したエネルギー供給システムの構築に関する研究
-水素貯蔵技術を活用した分散型エネルギー供給に関する研究
-地方部の課題解決に向けた分散型エネルギーシステムの効率的な構築と社会的受容性に関する研究
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はじめに

• 国内外において、産業に関するアーキテクチャ論については、電力、製造業、
スマートシティ、各種ITシステムをはじめ体系化が進められてきている
- SGAM(Smart Grid Architecture Model)、RAMI 4.0（Reference Architectural Model for Industrie 4.0）、Society 5.0 
 Reference Architecture、DoDAF (Department of Defense Architecture Framework) 

• これまで、各分野におけるアーキテクチャの方法論やシステム実装においては、
分野個別のシステム（空間軸）とミッション（時間軸）をどのように実装、運用して
いくのかに着目して進化してきている

• その結果として、システム、ミッションから見た時の「意思決定」については暗黙知
的な解釈、或いはミッション・クリティカルなシステムにおける意思決定のプロセス
方法論に留まっているケースが多い

• しかしながら、AIが自律的に分析や提案を行う時代において、これら既存の
アーキテクチャだけでは対応が難しい状況になってきている

• 以上の背景のもと、分野横断的型のテーマにおいて、「どのような形で企業や行政
が組織行動や意思決定を行うべきなのか」の問いに対して、各種産業システムに
おける課題解決に向けた研究を進めている

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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時間と空間を繋げるアーキテクチャとは何か
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時間軸と空間軸をつなげる第三の軸とは

意思決定の軸

“Who/How”

空間軸 時間軸

✓ 静的なアーキテクチャ
「何を（What）」「どこで（Where）」を定義
例：IoTアーキテクチャ、建築設計図

静的な構造の設計に優れる

✓ 動的なアーキテクチャ
「なぜ（Why）」「いつ（When）」を定義
例：ライフサイクル管理、業務フロー図

動的なプロセスの設計に優れる

意思決定アーキテクチャ
「だれ（Who）」「どのように（How）」を定義
・ なぜ今、この判断が必要か

・ 空間（システム）と時間（ミッション）を
連動・調整する役割

“What/Where” “Why/When”

社会・産業システムの
5W1H

AI時代において、会社や組織で「誰が、どのように決めるのか」を設計するための、新しい
考え方

システム
アーキテクチャ

ミッション
アーキテクチャ

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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AI-CEOやAI役員の登場

出典： 三井住友FG ホームページ 出典： キリン ホームページ

経営の意思決定をサポートするようなAIが登場してきている
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なぜ「第三の軸」が必要なのか？

✓ システム軸（空間軸）とミッション軸（時間軸）では、「誰が」その判断を
するのか、という解釈があいまいになるケースが多かった

✓ どのように、ものの設計（システム）とスケジュール（ミッション）を連動させ
るのか…

✓ 特にAIに対して何かをアドバイスや提案をしてもらう時代に、「なぜその
判断をしたのか」をAIへ、いつでも説明できる状態にする必要がある

意思決定軸（意思決定アーキテクチャ）は、「誰が、どのように決めるか」
という、独立した第三の設計領域として扱うこと

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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「意思決定アーキテクチャ」の役割
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第三の軸「意思決定アーキテクチャ」の役割とは？

意思決定プロセスを別の軸として扱う
✓ System軸とMission軸は「何を、いつ」を定義するが、「誰が、どう決めるか」は定義しない

※例：製造ラインの設計（System）と生産スケジュール（Mission）があっても、
「品質問題発生時に誰がライン停止を判断するか」は定義されていない

✓ Decision軸は判断主体と判断プロセスという独立した領域を扱う

システムとミッション相互の動的な調整を扱う
✓ System軸（静的）とMission軸（動的）との間の、両者の「動的な調整」は設計されていない
✓ Decision軸は、状況変化に応じてSystem要素とMission要素をリアルタイムで再構成する役割

を担う
※例：需要急増時に「どの工場（System）で、いつ（Mission）増産するか」を決定し、

調整するのはDecision軸の機能

説明責任の領域を整理する手段として捉える
✓ System軸：「この機能がある」という事実を説明
✓ Mission軸：「このタイミングで実施する」という計画を説明
✓ Decision軸：「なぜこの選択をしたのか」という判断根拠を説明

© Toshiyasu Watanabe, 2025

→ AIが提案した内容を「なぜ採用/却下したか」を説明する第三の軸としての役割

    意思決定アーキテクチャとして、従来の２軸から分離・調整する第三の軸として捉える
     ことで、人間とAIの意思決定の論点整理が容易になることか期待される
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意思決定アーキテクチャ …構成要素の例示（C-I-O-G-F）

System Architecture Mission Architecture

①Context
（文脈認識）

②Intelligence
（判断）

③Orchestration
（実行調整）

④Governance
（統治）

⑤Feedback
（評価・学習）

Decision Architecture

© Toshiyasu Watanabe, 2025

…

Whoの
記述

Howの
記述
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意思決定アーキテクチャ …構成要素の例示（C-I-O-G-F）

①Context（文脈認識）
⚫ 機能：意思決定に必要な状況を多面的に把握
→ 時空間統合：「どこで何が起きているか」と「いつ起きたか/起きるか」の統合認識

⚫ System/Missionとの関係
 - System軸からの情報：設備状態、在庫レベル、品質データ
 - Mission軸からの情報：進捗状況、納期情報、マイルストーン達成度
 - これらを統合し、意思決定に必要な「文脈」を構築

②Intelligence（判断）
⚫ 機能：論理的判断と創造的判断の統合

 - 論理的判断：データ分析、リスク評価、最適化計算（AI/機械学習が得意）
 - 創造的判断：パターン認識、アナロジー、仮説生成（人間の経験知が重要）
 - 統合判断：両者を組み合わせた高度な意思決定

③Orchestration（実行調整）
⚫機能：決定事項を実行可能な形に変換
⚫ System/Missionへの接続

 - System軸への指示：「この設備で、この部品を使って」
 - Mission軸への指示：「この期間で、このマイルストーンを達成」

④Governance（統治）
⚫ 機能：意思決定の枠組みと権限を規定
⚫ 横断的統制

 - Context、Intelligence、Orchestrationの3要素を横断的に統制
 - System軸とMission軸にまたがる権限体系を構築

⑤Feedback（評価・学習）
⚫ 機能：実行結果の評価と次サイクルへの反映
⚫ System/Missionからの情報

 - System軸から：品質実績、設備稼働率、コスト実績
 - Mission軸から：納期達成率、プロジェクト進捗、顧客満足度
 -これらをContextにフィードバックし、継続的改善を実現

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープン・クローズ戦略を３軸で整理する考え方
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オープンクローズ戦略とは？

オープンクローズ戦略とは、自社の技術・事業について「何を開き、何を守るか」を戦略的に設計する
ことで、市場拡大と収益確保を両立させる経営戦略

オープン戦略
目的: 他者の資本により市場を拡大する
手段: 

・技術標準化によるインターフェース公開
・ライセンス供与による普及促進
・エコシステム形成による市場創出
→効果: 市場規模の拡大、多様なプレイヤーの参入

クローズ戦略
目的: 拡大した市場で競争力を堅持し、収益を確保する
手段: 

・コア技術のブラックボックス化
・特許による法的保護
・データ・契約・ルールによる支配構造の構築

→効果: 競争優位性の維持、高い利益率の確保

重要なポイント
１．両立が必須: オープンとクローズは対立概念ではなく、相互補完的に機能させる必要がある
２．事前設計が鍵: どこで境界線を引くかを、ビジネス・エコシステム全体を見据えて戦略的に決定する
３．広義のクローズの重要性: 単なる技術秘匿ではなく、データ支配・契約支配・ルールメイキングによって

「拡大した市場に流入する投資(お金)を自分に寄せる」仕組みを構築する
４．継続的な見直し: 市場の成熟度や競争環境の変化に応じて、オープン・クローズの境界を動的に調整する

（出典） :総務省Beyond 5G資料(鮫島正洋氏)、経済産業省「オープン&クローズ戦略事例集」、厚生労働省製造業IT教材(小川紘一氏)
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オープンクローズ戦略を３軸で眺めると …System Architecture軸（SA軸）

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープンクローズ戦略を３軸で眺めると …Misson Architecture軸（MA軸）

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープンクローズ戦略を３軸で眺めると …２軸（SA軸とMA軸）の限界

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープンクローズ戦略を３軸で眺めると …Decision Architecture軸の必要性

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープンクローズ戦略を３軸で眺めると … Decision Architecture軸（DA軸）

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープンクローズ戦略の8類型と3軸の関係性

© Toshiyasu Watanabe, 2025
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オープン・クローズ・マトリクス（例示）

SA軸

MA軸

DA軸

MA軸

SA軸 SA軸

© Toshiyasu Watanabe, 2025

凡例： クローズ領域

単純クローズ 広義のクローズ

3軸の
影響度合い

（概念的）
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オープン・クローズ・マトリクス …半導体産業の分析（例示）

© Toshiyasu Watanabe, 2025

DA軸のアーキテクチャを分解すると、誰がいつ、どのタイミングで何を意思決定したのか、その結果、設計
開発（SA軸）、製造（MA軸）、エコシステム形成など（SA軸/MA軸）に対して、どのような変化があるのか、
あったのかという動的な分析や歴史の紐解きも可能になる
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まとめ

© Toshiyasu Watanabe, 2025

3軸によって、企業レベルでの競争優位確保、産業レベルでのエコシステム形成、
国家レベルでの産業競争力強化の議論が可能になる

AI時代の「技術で勝って、市場でも勝つ」 戦略づくりの実践へ



意思決定の軸

“Who/How”

空間軸 時間軸
“What/Where” “Why/When”

社会・産業システムの
5W1H

© Toshiyasu Watanabe, 2025

時間と空間をつなぐ、意思決定アーキテクチャが
人間とＡＩの共創を加速させていく
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ご清聴ありがとうございました

早稲田大学 環境総合研究センター
渡邊 敏康

t.watanabe26@kurenai.waseda.jp

mailto:t.watanabe26@kurenai.waseda.jp
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APPENDIX



25

意思決定アーキテクチャの経営フレームワークとの適用例 …ビジネスモデルキャンバス

© Toshiyasu Watanabe, 2025

【凡例】 ◎/〇/△ ： 3軸の寄与度（概念的）

                                                  
       

                                                                     

       
            

     

     

     

       

        

      
              

     

     

     

     

         

      
                  

     

     

     

           

         

         

        

      
                      

     

     

     

           

           

         
                 

     

     

     

          

         

        

         

      
             

     

     

     

     

       

      
        

     

     

     

         

         

       
              

               

       
               

               

          

                     

                                      

                                 

                              

                                            

                                 

                                

                                

                                   

                                

                                 

BMCにおける
DA/SA/MAの

プロットイメージ

BMC要素の
3軸分析例

（探索的検討）

発表当日のパネルディスカッションにおける意思決定アーキテクチャのビジネスモデルキャンバスへの適用
可能性の議論を踏まえて、GenAIを活用した試行的な簡易分析を実施
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ビジネスモデルキャンバスと意思決定アーキテクチャを活用した企業分析イメージ(1/2)

© Toshiyasu Watanabe, 2025

簡易分析の結果、ビジネスモデルキャンバスのフレームに3軸の要素を加味した企業ベンチマーク分析
の可能性を示唆

ビジネスモデルキャンバスと意思決定アーキテクチャを組み合わせた分析の試行例（半導体企業）

【凡例】 ◎/〇/△ ： 3軸の寄与度（概念的）
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ビジネスモデルキャンバスと意思決定アーキテクチャを活用した企業分析イメージ(2/2)

© Toshiyasu Watanabe, 2025

企業の意思決定のベンチマーク分析において、公知情報やヒアリング等の各種情報をインプットにして、
意思決定アーキテクチャを学習させたGenAIを用いることで簡易分析が可能か

ビジネスモデルキャンバス「④顧客との関係」における意思決定アーキテクチャを活用した分析イメージ

→分析結果の妥当性、人間の専門家との比較評価が必要であるという今後の課題を示しつつも、

経営分析フレームワークと掛け合わせた企業ベンチマークの即効性が期待される側面を有している
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